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廣 常 啓 一

2025年1月25日
浪江町

公民連携のまちづくり第3回セミナー

浪江国際研究学園都市を自分事化し
自慢できるコンセプトを創る

子どもも大人も自慢できる
まちのコンセプトの作り方
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【質問1】
「浪江国際研究学園都市構想」って何?

【質問2】
浪江町が明るく、楽しく、持続的な未来が見える
・生活や産業、文化、まちの姿って何??、
・まちで活躍する人や団体、組織、
まちで繰り広げられる「こと」や「もの」って何???

【質問3】
浪江町の明るく、楽しく、持続的な未来を

   人に語るためのコンセプトって????

※「コンセプト」とは全体を貫く「構想や概念」「基本的な考え方」「企画の骨組み」
ブランドの価値を「言語化」「共有の価値体験の場や時間を表現」したもの、

『人に自慢できる表現』

1皆さんにご質問
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「浪江国際研究学園都市構想」を自分事化し
自慢できるコンセプトを創る

『子どもも大人も自慢できるまちのコンセプト』に変換

浪江町の未来が明るく、楽しく、そして持続的な「浪江国際研究学園都市構想」
を町内外、そして世界に自慢するためには、誰もが「わくわく」する
「コンセプト」に置き換えることが重要となる。

現世代の地域の新旧の住民や産業、そしてF-REIや行政が、まちの経営資産を
活用して未来を創るコンセプトの創り種をまく、
次世代の人材と一緒に種を発芽させ、育てる、刈り取り、調理し提供する、
そして残りの種から、再生産、より発展させた価値に加工する次世代へ引き継ぐ

こうした次世代が活躍できるまちに導いた現世代が自慢できる「コンセプト」に

2

※自慢する町 ≒ 参画(自分事化)する町 ≒ シビックプライド

「浪江国際研究学園都市構想」を皆さんのコンセプトに変換
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大人の自慢
こどもに

自慢できる町
こどもが理解し
参画、活躍する町

町外、世界の人が
羨む(訪れる)こども
も大人も自慢する町

こどもが
自慢する町

こどもを
自慢する町

●福島国際研究教育機構(エフレイ)が立地する浪江駅周辺整備事業に伴い「浪江国際
研究学園都市構想」が策定

●この構想の中身を創り、将来の持続可能な浪江町にしていくためには、地域の住民
や事業者が主体(ホスト)となることで、役場やエフレイの機能を活用し、ゲストと
なる多様な主体を地域経営の仲間として呼び込めるかが重要になる。

●仲間を集めるためには、浪江国際研究学園都市のコンセプトを皆さんと再構築する
ことで自分事化し、多様な主体に自慢できる、そして他市と差別化できる魅力的な
ブランドを創ることが必要。

3『子どもも大人も自慢できるまちのコンセプト』の作り方
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4未来につなげるコンセプトを子どもの未来を見据えて子どもと創る

孫を持つ
高齢者の世代

子どもを
持つ親の世代

子どもの世代

2025年のまちの
コンセプト

10年後のまちの
コンセプトの実現

30年後のまちの
コンセプトの成長

大人の自慢

こどもが理解し
参画、活躍する町

こどもに
自慢できる町

こどもを
自慢する町

こどもが
自慢する町

こどもが
自慢する町

大人の自慢

先人の自慢

町外、世界の人が羨む(訪れる)
こどもも大人も自慢する町
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将来の地域経営を担う
こども達が地元に戻り
自慢できる町を創る

5未来につなげるコンセプトを子どもの未来を見据えて子どもと創る

わしらの時代は苦労したんた!!
そんな新しいことは解らんから
やるつもりはない!!

孫は、東京に行って町には
戻らんし

おじいちゃん腰が痛いから
私がパソコンで畑仕事するね

今日、F-REIで
教えてもらったの
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F-REIのホームページより引用

●期待感を持っても迎えられる未来を創ることを見せたい
●地元との一体感が重要
●日本中から、世界から研究者を集めるが、
地元から研究者、研究支援者を育てたい

●皆が住みたくなる憧れの地にすることが最終目標

6山崎理事長が語るF-REIのミッション、福島の未来より



Copyright (C)2024 新産業文化創出研究所（ICIC）All rights reserved

7お客様なのに、オーナーの気分

「次は、俺の店に行こう!!」
という気持ち

俺の自慢の店を、
俺がホストとして
ゲストの皆さんを招待する

「俺の自慢するまちに
行こう!!、来てくれ!!」
という気持ちの主体醸成

「俺のまちのコンセプトに共感
協力、共創者、つまり「仲間」
が集まるワクワクを創る

7ワクワクするコンセプトに引き寄せられる仲間たち



Copyright (C)2024 新産業文化創出研究所（ICIC）All rights reserved

オーストリアのリンツ市運営の先端技術、科学、メディアアート等の教育文化機関
「アルスエレクトロニカ」が主催する世界最大のメディアアートの祭典と表彰制度

8

自慢の研究機関を観に来るゲスト(観光客)をもてなす町のホスト達

研究機関が自慢のまち、都市の事例



Copyright (C)2024 新産業文化創出研究所（ICIC）All rights reserved

9研究機関が自慢のまち、都市の事例 シビックプライド

お年寄りが言った言葉
「皆様は外国からの私たちの街のアルスエレクトロニカに
来て頂いたお客様(ゲスト)です。
私たちは、お客様に座席を譲るのは当たり前のことでしょ(笑)。
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10

●バブル期 ゴルフ会員権が高騰、投機対象にも
●会員は、お客様として混むことの内容に人数制限
コースをとれない日があったり、コースが混み待ち時間が出るとクレームに

●バブル崩壊後 ゴルフ場が倒産、会員権は紙切れに

●再生企業が、過去の会員の処遇として、株主として再構成
●会員は、株主として継続的にプレーが可能になる
●コースが何時でも予約できる、コースが混まなますいていると不安になりクレームに
●経営主体としての意識から、積極的な利用、新たな顧客の紹介行動に

ゲスト(お客様)なのか、ホスト(経営主体)なのか
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1111

■こども大学
ソーシャルコミュニケーション

■空想学会
■空想商品開発研究所

ICICのプロジェクトの企画や創出、共創の推進のための方法事例から

複雑なプロジェクトの組み合わせのグランドデザイン
共創の出口までのシナリオ化とバックキャスト

■まちを培地(リビングラボ)

■混浴風呂方式

■この指とまれPJのシナリオ

仲間づくり
わくわく
どきどき
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1212こどもと大人の自慢に結び付ける事例「こども大学」

「こどもの理解のために専門研究者がプレゼンテーション能力を磨く」

「こどもが町外のこどもを招いた探求学習と共創活動、人脈形成」

「こどものネットワークが世界のネットワークとして人や企業、投資や
次世代産業、次世代文化を産み出す」
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13

市民大学(オープンカレッジ)にたいしての子供向けの大学カリキュラムを言います。
これは本物の大学、または大学の先生による子供向けの講座で、大学等の先端的な研
究を子供向けに解りやすくプログラム開発したものです。
これまでの成績偏重ではなく子どもたちに様々な現代社会の今後の重要な知(ナレッ

ジ)から生れる科学技術やアイデア、クリエイティブ力、産業などの理解を増進し「学
ぶ楽しさ」を知ってもらい、自由な発想力や視野・広範囲な「生きる力」を育もうと
するものです。特に創造的な大学教育を子供のころより育成するための国際的運動の
一環として実施しています。

ドイツから始まったこども大学を大人も子どももウインウインなプログラムに



14独立行政法人産業技術総合研究所メタンハイドレード教室を例に

スーパーキッズ
も現れました!!



15メタンハイドレードの理解増進から対話と探求学習へ

父兄からの質問が (笑)



国会議員にも解るように
こども大学の教材と説明方法を活用

事業仕分けにあった「メタンハイドレート研究」が復活

16こども大学のプログラムを活用した産業技術総合研究所
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●国際惑星地球年
主 催： UDXオープンカレッジ
共 催： 国際惑星地球年日本(IYPE)
後 援： ユネスコ、文部科学省/ 経済産業省/ 東京都/ 千代田区/ 独立行政法人国立科学博物館/ 

独立行政法人国立極地研究所 / 独立行政法人産業技術総合研究所/ 独立行政法人海洋研究開発機構/
              財団法人深田地質研究所/他
協 力： NTT都市開発株式会社 /鹿島建設株式会社 /ダイビル株式会社 /

株式会社クロスフィールドマネジメント/ 株式会社新産業文化創出研究所

17様々な大学、国立研究機関、企業、NPO、国際機関と連携

南極の氷 : 南極の氷からわかる地球環境
大学共同利用機関法人 情報･システム研究機構
国立極地研究所

古代の氷：氷河時代の古環境とナウマンゾウの時代
独立行政法人国立科学博物館
地学研究部生命進化史研究グループ）

海底の氷: 燃える氷「メタンハイドレード」に火をつけてみよう
独立行政法人産業技術総合研究所 メタンハイドレードンタ
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exp319-054_s

18様々な大学、国立研究機関、企業、NPO、国際機関と連携

独立行政法人材料・物質研究機構

宇宙航空研究開発機構

独立行政法人 海洋研究開発機構

地球内部を掘り進む「ちきゅう」という世界最大の科学掘削船
を紹介しながら、地球内部で起っている事をインタラクティブ
に紹介。

サイエンス・バー

s-DSC_6209-thumb-180xauto-994

宇宙食料理教室

古代食料理教室

国営吉野ヶ里公園

http://www.jamstec.go.jp/chikyu/jp/Expedition/NantroSEIZE/Images/exp319-054.jpg
http://www.jaxa.jp/
http://www.icic.jp/workshop/2010/09/04/photo/s-DSC_6209.jpg
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日本動画協会との食育プロジェクト

キャラクター弁当

食と健康を科学し、コラボします。

お弁当食育プロジェクトの一つとして

アニメ業界
×

食品業界
×

医師・栄養士
×

カリスマ主婦

19様々な大学、国立研究機関、企業、NPO、国際機関と連携



Copyright (C)2024 新産業文化創出研究所（ICIC）All rights reserved

20多様な世代、セクター、異分野の共創企画とこども大学
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21多様な世代、セクター、異分野の共創企画とこども大学
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22

こども大学
医学部サマースクール

次世代人材育成プログラム

こども大学医学部サマースクール開催
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23こども大学医学部サマースクール開催
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出典:こども大学 ICIC

24外から集めるリソースを地域住民や事業者とマッチングする例 (高知県)
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奈良地域に於ける
生物多様性学習プログラム

探求学習旅行(修学旅行)や家族旅行のプログラムとして参加できることは元より、地域の同年代の子ども達と一緒
に交流、共育することで、こども達の地域ネットワークを形成する他にない生物多様性の地域学習ツーリズム。
滞在中の学習カリキュラム参加にとどまらず、事前事後の共創カリキュラムにより、継続的な学習体系と同テーマ
に参加する全国の学校や子供たちのネットワークの拡大によるコンテストや競技、更にる共創活動の実現を目指す。

※SDGsは「誰一人取り残さない」という強い決意表明のもと、環境、社会、経済の３つの観点から課題に取り組み、地球を持続可能
なものにするための国際目標。 一方、ESDは、持続可能な未来を担うための教育方針で、今では世界中で取り入れられている教育。

生物多様性MAP地域の研究機関や企業、行政や市民団体、NPOと活動
フィールドでの学習プログラムのネットワークによる学習観光を推進する

共創研究会メンバーなどが企画参画

奈良県内等の実施地域や施設と
組み合わせテーマのネットワーク

県内大学や
研究機関

県内学習
施設･学校

県内企業
施設･店舗

県内体験
学習ﾌｨｰﾙﾄﾞ

県内ホテル
や観光施設

県外からの
学習プログラムへの参加

学校単位の修学旅行やサークル合宿
子どもが主役の家族旅行など

県内の学校や家族参加者

A-1

A-2

A-3

・多様な共創研究会テーマ
の研究会により開発する
カリキュラム

コトクリエ
施設等活用

・本企画に賛同頂き参画する
連携ｶﾘｷｭﾗﾑの開発や実施

・既に奈良県内で子供向けに
実施する主催者のｶﾘｷｭﾗﾑ

・奈良県外で実施される
ｶﾘｷｭﾗﾑの奈良地域での展開

独立した単発
カリキュラム

テーマ性のある複数
の連続カリキュラム

テーマに基づく共創チーム
やサークル活動等

モデル校募集

25地域の産業界や店舗、施設と連携したSDGs学習(ESD)ツーリズム構想例
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県内の学校や家族参加者が
ハブとなり地域ネットワークを形成

小学生

中学生

高校生

県外からの
学習プログラムへの参加
修学旅行、家族旅行

学校単位の修学旅行やサークル合宿
子どもが主役の家族旅行など

日本で一番、共創学習活動に関わり人脈ネットワークを持つ奈良の子ども達になる仕組み

奈良県内の地域や社会、地球規模の
課題解決のための県内含む産学官民
連携による共創学習プログラム参加者

地域の中高校が地域や社会課題を
解決するために大学や企業、市民団体
などと共創するカリキュラム
スーパーサイエンスハイスクール構想
(文部科学省)などでの展開も検討

成長と共に共創する各地の
学校や人財とのネットワークが拡充

奈良地域の共創学習を横展開すること
で他の地域や地球規模の課題解決に結
び付くことも実現

地域の大学や企業、市民団体が
サポーターとなる

※ジュニアコトクリエなども活用

共創実現の学校などとの継続的な
交流企画も検討

出前授業や地域学習等 企業や大学、奈良の地域学習カリキュラムを他地域へ横展開
科学館などのコンテンツとしても全国に供給

26
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27多言語対応による子どもが国際的なまちづくりに関わる事例
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研究機関

イノベーション
人材発掘育成

産学官民連携
リエゾンＴＬＯ

社会課題、ニーズの理解
研究教育テーマの誘導

優秀な人材の輩出
活躍の場の確保

異分野連携プロジェクト

イノベーション研究会

プロフェショナルスクール

タウンカレッジ

市民大学

地域・社会が次世代の
子供を守り支援の下支え

大学のマーケティング

入試課 就職課

こども大学院からキッズカンパニーと飛び級制度まで

こども大学サポーターズ
キッズカンパニーサポーターズ

大学、研究機関、行政、自治体
企業ＯＢ、ＣＳＲ担当、広報担当、メディア

専門家、ボランティア、シルバー人材

大学飛び級生徒
セレクション（審査）

家庭や地域での共有意識
親子の共通話題、家族目標

（子供を通して親や社会が学ぶ）

地域
社会

【異分野連携促進】 共通言語化、共同プロジェクト化
プレゼンテーションスキルの向上（インタープリテーション）

【産学官民連携促進】 場所（地域・商店街・企業・社会施設）
教える人・企業大学等マッチング・社会連携

ベンチャー
起業

行政
大学・
大学院

・幼児・未就学児
・小学校低学年
・小学校高学年
・中学生
・高校生
・（大学生等）
・子供の保護者
・大人を含む年齢不問
・子供と関係者で

こども大学
ｵｰﾌﾟﾝｶﾚｯｼﾞ

こども大学

こども大学院

小学校
中学校
高校等

こどもらぼ
（キッズラボ）

キッズ
カンパニー

こども博士
未来研究員

公開講座・体験参加
どなたでも自由に参加できるもの

企業

こども大学連携

意欲目標のある優
秀な生徒を獲得

高校
等

職業体験
キャリア教育

プラットフォーム

【調査・研究】 親子イメージ調査
こども職業・就職意識調査（ランキング）

【こども人材バンク】 登録、派遣、紹介、事業化

こども大学

【指導者】 インタープリター育成、派遣
【プログラム】 教材、コンテンツ開発
【プログラム普及】 配給配信流通、メディア、EL

【科学コミュニケーション】 アウトリーチ、対話型ワークショップ
【ＣＳＲ】 コーポレートコミュニケーション、販売促進、広告
【社会・地域貢献】 メセナ、フィナンソロピー、福利厚生

業際学際人材の必要性

公教育サポート

こども大学
校友会（ＯＢ）
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※エフレイの社会共創機能(事業)として提案
社会や地域の課題解決策となる研究開発やオープンイノベーションとしての学際連携や産学連携、
企業連携、地域連携、地域実装、科学技術コミュニケーションを含む市民対話や啓発事業、地域人
材育成、リビングラボの推進

※浪江国際研究学園都市のリビングラボ機能
エフレイの教育研究や社会共創機能に対して、地域や生活の場も研究や実装、人材や事業創出の
フィールドとして地域の課題や生活者のななみを解決するリビングラボを地域の住民や地域の事業
者と一緒に創り上げていく。

※多様な主体とは、
帰還者、移住者、就労や勉強での通学通勤者、買物や観光、仕事などの訪問交流者、研究機関や企
業、地域店舗等事業者、関係人口

※「こども大学」とは、
共創のために「こども」に役割を担ってもらうICICの進めてきた企画の一つ。
共創に必要な対話交流、理解増進、連携協業に重要なのは、ワクワクを創る共通言語が必要で、科
学技術コミュニケーションやソーシャルコミュニケーションの基本は「こどもが解ること」、つま
り多様なセクターや多様な人種、文化、価値観を持つ人の共通言語となります。
エフレイなどの高等研究機関との産学連携、地域実装のための対話と交流のための共通言語に活用
できるはずです。こどもに理解してもらえない言語は、異分野、異文化、違うセクターの人にも言
葉が伝わりません。

29その他、コンセプトづくりに向けたアイデア、語句説明
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